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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  絶縁性透明基板からなる第１の基板と絶
縁性基板からなる第２の基板とが液晶層を介して対向
し、
前記第１の基板の液晶層側に透明な第１の電極を、前記
第２の基板の前記液晶層側に透明な第２の電極をそれぞ
れ備え、
前記第１の基板又は第２の基板の前記液晶層側にカラー
フィルタ層を有し、
前記第２の基板と前記カラーフィルタ層との間に金属反
射膜を備え、
前記第１の基板の前記液晶層と反対側に偏光板を配置
し、
前記第１の電極と前記第２の電極とが平面的に重なる領
域が画素となる反射型液晶表示装置であって、
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前記金属反射膜を、隣接する画素間に間隙を設けて配置
し、
前記第２の基板と前記金属反射膜との間に、前記金属反
射膜と電気的に接続している導電性の光吸収層を設け、
前記金属反射膜の表面に透明な陽極酸化膜を設けたこと
を特徴とする反射型液晶表示装置。
【請求項２】  前記金属反射膜が、前記画素となる領域
にのみ設けられた請求項１記載の反射型液晶表示装置。
【請求項３】  前記金属反射膜が、アルミニウムあるい
はアルミニウム合金からなる請求項１記載の反射型液晶
表示装置。
【請求項４】  前記導電性の光吸収層がクロム膜からな
る請求項１記載の反射型液晶表示装置。
【請求項５】  絶縁性透明基板からなる第１の基板の一
方の面に、透明なストライプ状の第１の電極を所定の間
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隔を置いて多数形成する工程と、
絶縁性基板からなる第２の基板の一方の面の少なくとも
表示領域の全面に導電性の光吸収層を設ける工程と、
その光吸収層上の全面に金属反射膜層を設ける工程と、
その金属反射膜層をパターニングして、少なくとも隣接
する画素間に間隙を設けて多数の金属反射膜を形成する
工程と、
前記導電性の光吸収層を共通電極として使用して前記各
金属反射膜の表面を陽極酸化処理して透明な陽極酸化膜
を形成する工程と、
その陽極酸化膜を形成した各金属反射膜上にそれぞれカ
ラーフィルタ層を設ける工程と、
そのカラーフィルタ層上に透明なオーバコート膜を形成
する工程と、
そのオーバコート膜上の前記各金属反射膜と整合する位
置に透明なストライプ状の第２の電極を所定の間隔を置
いて多数形成する工程と、
前記第１の基板と第２の基板とを、前記第１の電極と第
２の電極とが前記各金属反射膜が設けられた領域で互い
平面的に交差するように対向させて所定の間隙を設けて
貼り合わせ、その間隙に液晶層を封入する工程と、
前記第１の基板の前記液晶層と反対側の面に偏光板を配
置する工程と
を有することを特徴とする反射型液晶表示装置の製造方
法。
【請求項６】  請求項５に記載の反射型液晶表示装置の
製造方法において、
前記金属反射膜を形成する工程で、前記金属反射膜を各
画素領域ごとに複数個ずつに分割してそれぞれの間に間
隙を設けて形成し、
前記カラーフィルタ層を設ける工程で、それぞれ同一画
素領域内の複数の金属反射膜に対して異なる色のカラー
フィルタ層を設ける反射型液晶表示装置の製造方法。
【請求項７】  前記導電性の光吸収層を設ける工程で、
該光吸収層としてクロム膜を設ける請求項５に記載の反
射型液晶表示装置の製造方法。
【請求項８】  前記導電性の光吸収層を設ける工程で、
該光吸収層としてクロム膜を設ける請求項６に記載の反
射型液晶表示装置の製造方法。
【請求項９】  前記金属反射膜層を設ける工程で、該金
属反射膜層としてアルミニウム層あるいはアルミニウム
合金層を設ける請求項５に記載の反射型液晶表示装置の
製造方法。
【請求項１０】  前記金属反射膜層を設ける工程で、該
金属反射膜層としてアルミニウム層あるいはアルミニウ
ム合金層を設ける請求項６に記載の反射型液晶表示装置
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、自然光を光源と
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して用い、入射した自然光を反射膜によって選択的に反
射して表示する反射型液晶表示装置およびその製造方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】反射型液晶表示装置は、自然光を光源と
し、バックライトなどの光源を必要としない液晶表示装
置であり、液晶層とその液晶層を挟む一対の透明な絶縁
性基板と、偏光板および金属反射板（あるいは膜）等に
よって構成される。従来のツイステッドネマティック
（ＴＮ）方式、またはスーパツイステッドネマティック
（ＳＴＮ）方式の液晶表示装置では、２枚の偏光板を必
要とするため自然光の３／４を損失してしまうことにな
り、表示が暗くなる。
【０００３】また、金属反射板の位置は偏光板の外側、
つまり、絶縁性基板の外側に配置しなければならないた
め、反射型液晶表示装置に対して斜めから光が入射した
場合、画像として認識する反射光が、一方の絶縁性基板
の液晶層側表面と金属反射板表面とで、二重に映るとい
う問題が生じた。さらに、入射光が通過する画素と反射
光が通過する画素が異なってしまうために、コントラス
トを低下させたり、カラーフィルタを用いてカラー表示
を行う場合には、混色を招いて色再現性が悪くなったり
するという問題もあった。
【０００４】これらの問題を解消するために、偏光板が
１枚で表示可能なＴＮ方式またはＳＴＮ方式の液晶表示
装置、偏光板を全く使わないで表示可能な相転移型のゲ
ストホスト方式の液晶表示装置などが提案されている。
いずれの場合も、偏光板の枚数を減らすか使用しないで
済むため、表示を明るくすることができる。また、金属
反射板を一方の絶縁性基板の液晶層側に設けることがで
きるため、さきに述べた二重映りの問題や、コントラス
トの低下、カラーフィルタの混色等の問題を解消するこ
とが可能である。
【０００５】さらに、隣接する画素間にブラックマトリ
クスを設ければ、そのブラックマトリクスによって、液
晶層で変調されることがない画素間に入射した光を吸収
することができるため、良好な黒表示を得ることが可能
になり、コントラストを向上させることができる。しか
しながら、従来のブラックマトリクスは、金属クロムや
酸化クロム、または黒色樹脂を、隣接する画素間に精度
良くパターニングして形成しなければならなかった。
【０００６】また、一般的に金属反射板あるいは膜の材
料として用いられるのは、高反射率が得られるアルミニ
ウムや銀またはそれらの合金などの金属膜である。しか
しながら、これらの金属膜はアルカリ溶液に弱く、アル
カリ溶液に接触すると腐食してしまうことが知られてい
る。そのため、反射型カラー液晶表示装置を製造する際
に、金属反射膜上にカラーフィルタ層を形成する製造過
程において、カラーフィルタ層を現像する工程でアルカ
リ溶液を使用するため、金属膜からなる金属反射膜が腐
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食して除去されてしまうという問題があった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】この発明は、従来の反
射型液晶表示装置におけるこのような問題を解決するた
めになされたものであり、偏光板を１枚だけにして明る
い表示ができ、且つ光吸収層のパターニングを必要とせ
ずにブラックマトリクスと同等の機能を有するようにし
て、良好な黒表示とコントラストが良好な表示を可能に
すること、および金属反射膜上にカラーフィルタを形成
する際に、その金属反射膜が腐食して除去されるのを防
止することも目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この発明は上記の目的を
達成するために、次のような構成の反射型液晶表示装置
およびその製造方法を提供する。この発明による反射型
液晶表示装置は、絶縁性透明基板からなる第１の基板と
絶縁性基板からなる第２の基板とが液晶層を介して対向
し、第１の基板の液晶層側に透明な第１の電極を、第２
の基板の前記液晶層側に透明な第２の電極をそれぞれ備
え、第１の基板又は第２の基板の液晶層側にカラーフィ
ルタ層を有し、第２の基板とカラーフィルタ層との間に
金属反射膜を備え、第１の基板の液晶層と反対側に偏光
板を配置し、第１の電極と第２の電極とが平面的に重な
る領域が画素となる反射型液晶表示装置であって、次の
ようにした点を特徴とする。
【０００９】すなわち、上記金属反射膜を隣接する画素
間に間隙を設けて配置し、上記第２の基板と上記金属反
射膜との間に、その金属反射膜と電気的に接続している
導電性の光吸収層を設け、上記金属反射膜の表面に透明
な陽極酸化膜を設けている。上記金属反射膜を画素とな
る領域にのみ設けるとよい。その金属反射膜は、アルミ
ニウムあるいはアルミニウム合金によって形成すること
ができ、上記導電性の光吸収層はクロム膜によって形成
することができる。
【００１０】また、この発明によ反射型液晶表示装置の
製造方法は、次の各工程を有する。絶縁性透明基板から
なる第１の基板の一方の面に、透明なストライプ状の第
１の電極を所定の間隔を置いて多数形成する工程、絶縁
性基板からなる第２の基板の一方の面の少なくとも表示
領域の全面に導電性の光吸収層を設ける工程、その光吸
収層上の全面に金属反射膜層を設ける工程、その金属反
射膜層をパターニングして、少なくとも隣接する画素間
に間隙を設けて多数の金属反射膜を形成する工程、
【００１１】上記導電性の光吸収層を共通電極として使
用して上記各金属反射膜の表面を陽極酸化処理して透明
な陽極酸化膜を形成する工程、その陽極酸化膜を形成し
た各金属反射膜上にそれぞれカラーフィルタ層を設ける
工程、そのカラーフィルタ層上に透明なオーバコート膜
を形成する工程、そのオーバコート膜上の前記各金属反
射膜と整合する位置に透明なストライプ状状の第２の電
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極を所定の間隔を置いて多数形成する工程、上記第１の
基板と第２の基板とを、上記第１の電極と第２の電極と
が上記各金属反射膜が設けられた領域で互い平面的に交
差するように対向させて所定の間隙を設けて貼り合わ
せ、その間隙に液晶層を封入する工程、上記第１の基板
の液晶層と反対側の面に偏光板を配置する工程。
【００１２】この反射型液晶表示装置の製造方法におい
て、上記金属反射膜を形成する工程で、上記金属反射膜
を各画素領域ごとに複数個ずつに分割してそれぞれの間
に間隙を設けて形成し、上記カラーフィルタ層を設ける
工程で、それぞれ同一画素領域内の複数の金属反射膜に
対して異なる色のカラーフィルタ層を設けるようにする
とよい。
【００１３】また、上記導電性の光吸収層を設ける工程
で、該光吸収層としてクロム膜を設けるとよい。上記金
属反射膜を設ける工程で、該金属反射膜層としてアルミ
ニウム層あるいはアルミニウム合金層を設けるとよい。
この発明による反射型液晶表示装置においては、各画素
部には金属反射膜があり、その金属反射膜の液晶層と反
対側、すなわちその金属反射膜の後方の全面に光吸収層
を備えており、隣接する画素間の金属反射膜の間隙にも
光吸収層が存在している。
【００１４】したがって、その反射型液晶表示装置に入
射した光は、画素部においては金属反射膜に到達して反
射されるため光吸収層には達しない。一方、隣接する画
素間の間隙においては、入射した光が光吸収層に到達し
て吸収される。そのため、光吸収層を画素間に精度良く
パターニングしなくても、光吸収層が画素間の間隙にお
いてのみ、ブラックマトリクスと同様に機能して、良好
な黒表示が得られ、コントラストのよい表示もできる。
また、金属反射膜を画素部にのみ形成した場合には、画
素部の周辺全部で入射光が光吸収層によって吸収される
ため、より良好な黒表示が得られる。
【００１５】さらに、この発明による反射型液晶表示装
置においては、金属反射膜とカラーフィルタ層との間に
透明な陽極酸化膜を備えている。したがって、カラーフ
ィルター層を金属反射膜の上面に形成する製造過程にお
いて、アルカリ溶液を使用多してカラーフィルター層を
現像する工程では、陽極酸化膜によって金属反射膜が保
護されているため、アルカリ溶液による金属反射膜の腐
食を防ぐことができ、金属反射膜が除去されるようなこ
とが起こらない。
【００１６】さらに、この発明による反射型液晶表示装
置の製造方法によれば、各金属反射膜と電気的に接続し
ている導電性の光吸収層を共通電極として、金属反射膜
の表面を陽極酸化処理することによって陽極酸化膜を形
成する。したがって、各金属反射膜が隣接する画素間に
間隙を設けて配置され、各画素部に対応した孤立パター
ンを形成していても、第２の基板と金属反射膜との間に
設けた導電性の光吸収層を共通電極として、全ての金属
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反射膜に陽極酸化電圧を給電することができ、金属反射
膜の側面を含む全表面に金属酸化膜を形成できるため、
金属反射膜の側面からの腐食までも防ぐことができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、この発明による反射型液晶
表示装置およびその製造方法の最適な形態を図面に基づ
いて説明する。
〔反射型液晶表示装置：図１および図２〕
まず、図１および図２によって、この発明による反射型
液晶表示装置の一実施形態の構造を説明する。
【００１８】図１はその反射型液晶表示装置の一部を示
す模式的な断面図であり、図２は図１における光吸収層
と第１の電極及び第２の電極と金属反射膜との平面的な
配置関係を示す平面図である。この実施形態の反射型液
晶表示装置は、図１に示すように、絶縁性透明基板であ
るガラス基板からなる第１の基板１１と、絶縁性基板か
らなる第２の基板１３とが液晶層２１を介して対向し、
第１の基板１１の液晶層２１側に透明な第１の電極１５
を、第２の基板１３の液晶層２１側に透明な第２の電極
１８をそれぞれ備えている。なお、第２の基板１３は透
明基板でなくてもよい。
【００１９】液晶層２１は、２４０゜のツイスト配向を
しているスーパツイストテッドネマティック液晶からな
り、周囲を図示しないシール剤によって貼り合わせた上
部基板２９と下部基板３１の間隙に封入されている。上
部基板２９は第１の基板１１と第１の電極１５からな
り、下部基板３１は第２の基板１３と第２の電極１８の
他に、後述する光吸収層２３，金属反射膜１９，透明な
陽極酸化膜２５，カラーフィルタ層３３およびオーバコ
ート層３５からなる。
【００２０】第２の基板１３の液晶層２１側の面の少な
くとも表示領域の全面に、クロム膜からなる導電性の光
吸収層２３が設けられており、その光吸収層２３の液晶
層２１側の面上にアルミニウム膜からなる金属反射膜１
９が設けられている。この金属反射膜１９のパターン形
状は、図２に破線で示すように、長辺の長さが２９０μ
ｍで、短辺の長さが９０μｍ、間隔が１０μｍの孤立し
た多数の長方形パターンをなす。
【００２１】この金属反射膜１９が、各画素部の領域
（２９０μｍ×２９０μｍの正方形の領域）ごとに３個
ずつ設けられており、その各金属反射膜１９間および隣
接する画素間にそれぞれ１０μｍの間隙が設けられ、そ
の各間隙には光吸収層が存在している（図２にクロスハ
ッチングを施して示す）。そして、全ての金属反射膜１
９は導電性の光吸収層によって電気的に接続されてい
る。そして、各金属反射膜１９の液晶層２１側の表面に
は、アルミニウム膜の陽極酸化処理によって形成された
酸化アルミニウム膜である透明な陽極酸化膜（金属酸化
膜）２５が設けられている。
【００２２】さらに、各金属反射膜１９上にカラーフィ
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ルタ層３３が設けられている。このカラーフィルタ層３
３は、一画素領域内の各金属反射膜１９に対して異なる
色のカラーフィルタが配置されるようにしている。図１
に示す例では、一画素の領域に設けられた３個の金属反
射膜１９に対して、左から赤色フィルタＲ，緑色フィル
タＧ，および青色フィルタＢの順に隙間なく配置された
カラーフィルタ層３３が設けられている。
【００２３】このカラーフィルタ層３３は上面が平面に
なるように形成され、その上面（液晶層２１側の面）に
透明なオーバコート膜３５が設けられ、その液晶層２１
側の面に透明な第２の電極１８が設けられている。その
第２の電極１８は、図２に示すように、光吸収層２３上
の各金属反射膜１９の短辺と整合する位置に幅２９０μ
ｍで、１０μｍの間隔を置いて複数のストライプ状パタ
ーンに形成されている。上部基板２９の第１の電極１５
と下部基板３１の第２の電極１８が交差する領域と各金
属反射膜１９が設けられている領域とが一致しており、
その交差部によって画素部が形成される。この例では３
個の金属反射膜１９と３色（Ｒ，Ｇ，Ｂ）のカラーフィ
ルタ層３３とが対応して設けられた２９０μｍ×２９０
μｍの正方形の領域が一画素を構成している。
【００２４】さらに、第１の基板１１の液晶層２１と反
対側（視認側）に偏光板２７を設けている。またこの例
では、液晶層２１の複屈折効果による着色を防ぐため
に、第１の基板１１と偏光板２７との間に位相差板２６
を設けているが、この位相差板２６は必須ではない。こ
の反射型液晶表示装置において、第１の電極１５と第２
の電極１８が交差する画素部では、第１の電極１５と第
２の電極１８との間に印加する電圧を変動（オン／オ
フ）させることによって液晶層２１を駆動し、そこを通
過する光を位相変調する。
【００２５】液晶層２１での位相変調量と偏光板２７で
の偏光作用との組み合わせにより、図１で上方の視認側
からこの反射型液晶表示装置へ入射し、液晶層２１とカ
ラーフィルタ層３３を通して金属反射膜１９で反射され
る光の出射をスイッチングし、カラー及び黒の表示をす
る。一方、隣接する画素間の間隙に到達した光は、光吸
収層２３によって吸収されるため、液晶層２１の位相変
調の如何に関わらず、隣接する画素の間隙では常に黒の
状態にすることができる。
【００２６】したがって、画素部において黒表示をした
場合には、画素の周辺部全てまでも黒いため、良好な黒
表示を得ることができる。このように、この実施形態の
反射型液晶表示装置においては、光吸収層２３を画素と
画素との間に精度良くパターニングしなくとも、ブラッ
クマトリクスとして機能させることができ、良好な黒表
示およびコントラストがよく混色のないカラー表示を行
なうことができる。しかも、偏光板２７が一枚だけで済
むので明るい表示が可能である。
【００２７】また、金属反射膜１９の表面には陽極酸化
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膜２５が形成されているので、カラーフィルタ層３３の
現像工程において、金属反射膜１９の表面がアルカリ現
像液によって腐食されて除去されるようなことがなく、
信頼性に優れた反射型液晶表示装置となる。この実施形
態では、各画素部の周辺全部、すなわち隣接する画素間
のすべてに間隙を設けるように、各金属反射膜１９を画
素部にのみ形成したが、この発明による反射型液晶表示
装置はこれに限るものではなく、各金属反射膜１９が少
なくとも１つの隣接する画素間に間隙を設けるように配
置していればよい。
【００２８】例えば、金属反射膜１９を第１の透明電極
１５のストライプ状パターンと同様な形状にし、その幅
方向に隣接する２つの画素との間に間隙を設けるように
配置してもよい。隣接する画素間に金属反射膜１９の間
隙が多いほど、液晶層２１の位相変調の如何に関わらず
に常に黒の状態である領域が多くなり、より良好な黒表
示を得ることができる。
【００２９】なお、上記実施形態においてはカラーフィ
ルタ層３３を下部基板３１側に設けたが、これを上部基
板２９側、すなわち第１の基板１１の液晶層２１側の面
に設けてもよい。その場合には、カラーフィルタ層３３
の液晶層２１側の全面に透明樹脂によるオーバコート膜
３５を設け、その表面にストライプ状の第１の電極１５
を設ける。また、下部基板３１には、第２の基板１３の
液晶層２１側の光吸収膜２３と陽極酸化膜２５を形成し
た金属反射膜１９上にカラーフィルタ層３３に代えて透
明樹脂膜を設け、その表面にストライプ状の第２の電極
１８を設けるようにすればよい。
【００３０】〔反射型液晶表示装置の製造方法：図３か
ら図１２〕
次に、上述した反射型液晶表示装置の製造方法につい
て、図３から図１２によって説明する。まず、図３に示
す透明なガラス基板である第１の基板１１の一方の面
に、酸化インジウム錫膜からなる透明導電膜を、スパッ
タリング法により１１０ｎｍの膜厚で膜形成する。つぎ
に、その透明導電膜の全面にポジ型のフォトレジストを
回転塗布法により塗布し、フォトマスクを用いた露光処
理と現像処理とによるフォトリソグラフィ処理を行な
い、フォトレジストを第１の電極１５のパターン形状に
形成する。
【００３１】その後、そのフォトレジストをエッチング
マスクに使用して、エッチング処理によるパターニング
を行ない、複数の第１の電極１５を形成する。この酸化
インジウム錫膜からなる透明導電膜のエッチング処理
は、塩化第二鉄と塩酸との混合液を使用する湿式エッチ
ング処理により行なう。その後、エッチングマスクとし
て用いたフォトレジストを、レジスト剥離液、例えば長
瀬産業製のＮ－３２０（商品名）を用いた湿式剥離法に
より除去する。この第１の電極１５のパターン形状は図
２に示したように、幅が９０μｍで、１０μｍの間隔を
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有する多数のストライプ状のパターンである。
【００３２】この第１の電極１５上を覆うようにして配
向膜（図示せず）を形成し、上部基板２９を作成する。
一方、下部基板３１は図４に示すように、絶縁性基板か
らなる第２の基板１３の一方の面の少なくとも表示領域
の全面に、クロム膜からなる導電性の光吸収層２３を、
スパッタリング法により２００ｎｍの膜厚に形成する。
【００３３】次いで、その光吸収層２３上に、図５に示
すように金属反射層としてアルミニウム膜９をスパッタ
リング法により２００ｎｍの膜厚で形成する。さらに、
このアルミニウム膜９の上面全体に、ポジ型のフォトレ
ジストを回転塗布法により塗布し、フォトマスクを用い
た露光処理と現像処理によるフォトリソグラフィ処理を
行ない、フォトレジストを金属反射膜１９のパターン形
状にパターニングする。
【００３４】その後、そのフォトレジストをエッチング
マスクに使用したアルミニウム膜のエッチング処理によ
ってパターニングを行ない、図６に示す多数の金属反射
膜１９を形成する。このアルミニウム膜のエッチング処
理は、リン酸と硝酸と酢酸との混合液を使用する湿式エ
ッチング処理により行なう。このエッチング処理工程に
おいて、アルミニウム膜からなる金属反射層がエッチン
グされた領域では、光吸収層２３を構成するクロム膜か
らなる光吸収層２３が暴露するが、前述の混合液では光
吸収層２３のクロム膜はエッチングされない。
【００３５】したがって、孤立した複数の長方形パター
ンに形成した金属反射膜１９の間隙には、光吸収層２３
が露出する。この金属反射膜１９のパターン形状は、図
７に示すように、長辺の長さが２９０μｍで、短辺の長
さが９０μｍ、間隔が１０μｍの孤立した複数の長方形
パターンにする。これら３個の金属反射膜１９がカラー
表示の一画素を構成する３原色の各領域に相当する。
【００３６】その後、エッチングマスクとして用いたフ
ォトレジストを、レジスト剥離液、たとえば長瀬産業製
のＮ－３２０（商品名）を用いる湿式剥離法によって除
去する。次に、図８に示すように、クロム膜からなる導
電性の光吸収層２３を共通電極として、アルミニウム膜
からなる金属反射膜１９上の表面に、陽極酸化液として
リン酸アンモニウム溶液を用いた陽極酸化処理を行う。
【００３７】ここで、金属反射膜１９は、孤立した複数
の長方形パターンに形成しているが、各金属反射膜１９
は、クロム膜からなる導電性の光吸収層２３とそれぞれ
電気的に接続しており、光吸収層２３を共通電極とし
て、アルミニウム膜からなる金属反射膜１９上の表面に
酸化アルミニウム膜からなる透明な陽極酸化膜２５を、
金属反射膜１９の側面を含む全表面を被覆するように形
成することができる。このとき、直流可変電源５によっ
て導電性の光吸収層２３と対向電極３との間に印加する
陽極酸化電圧を４０Ｖに設定し、０Ｖから１．５Ｖ／分
の速度で昇圧させ、設定電圧に達した後定電圧で１時間
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の陽極酸化処理を行ない、膜厚が５０ｎｍの陽極酸化膜
２５を形成する。
【００３８】次に、全表面を透明な陽極酸化膜２５で被
覆した金属反射膜１９上に、新日鐵化学製の感光性を有
する顔料分散型の赤色カラーレジストＶ－２５９Ｒ（商
品名）を回転塗布法により１．２μｍの膜厚になるよう
に塗布し、フォトマスクを用いて露光処理を行う。そし
て、アルカリ現像液で現像処理して露光した部分が現像
液に不溶化し、各画素領域ごとに３個の金属反射膜１９
のうちの各１個を覆うように、図９に示すカラーフィル
タ層３３の赤色フィルタＲをパターン形成する。
【００３９】さらに、２２０℃から２４０℃の温度範囲
で２時間焼成し、赤色フィルタＲをを構成する赤色カラ
ーレジストを熱硬化させるとともに、赤色カラーレジス
トに含まれる光硬化および熱硬化に関与していない未反
応物質をガス化して除去する。その後、同様に緑色フィ
ルタＧ、青色フィルタＢの順で各画素領域ごとに３個の
金属反射膜１９のうちのそれぞれ異なる１個を覆うよう
に、それぞれ緑色カラーレジストあるいは青色カラーレ
ジストを用いてパターン形成する。
【００４０】このようにして、図９に示すように赤色フ
ィルタＲ，緑色フィルタＧ，および青色フィルタＢから
なるカラーフィルタ層３３を形成する。カラーフィルタ
層３３の各色のフィルタＲ，Ｇ，Ｂのパターン形状は、
金属反射膜１９より一回り大きく、長辺の長さが３００
μｍで、短辺の長さが１００μｍの孤立した複数の長方
形パターンである。そして、その中心が各金属反射膜１
９の中心に対応し、各画素部に形成した金属反射膜１９
の長方形パターンの長辺と辺にそれぞれ平行になるよう
にする。
【００４１】次に、このカラーフィルタ層３３上に、図
１０に示すように透明なオーバコート膜３５として、Ｊ
ＳＲ製オプトマＳＳ６７７７（商品名）を回転塗布法に
より形成する。このオーバコート膜３５は膜厚３μｍに
形成する。その後、２２０℃から２４０℃の温度範囲で
２時間焼成し、オーバコート膜３５を熱硬化させるとと
もに、熱硬化に関与していない未反応物質をガス化して
除去する。このオーバコート膜３５は、カラーフィルタ
層３３の耐薬品性および耐スパッタリング性と平坦性を
向上させる役割を果たす。そして、そのオーバコート膜
３５上に、酸化インジウム錫膜からなる透明導電膜をス
パッタリング法により、１１０ｎｍの膜厚に形成する。
【００４２】次いで、その透明導電膜の全面にポジ型の
フォトレジストを回転塗布法により塗布し、フォトマス
クを用いた露光処理と現像処理によるフォトリソグラフ
ィ処理を行ない、フォトレジストを第２の電極１８のパ
ターン形状に形成する。その後、そのフォトレジストを
エッチングマスクに使用して、透明導電膜のパターニン
グを行ない、図１１に示す第２の電極１８を形成する。
【００４３】この透明導電膜のエッチング処理は、塩化
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第二鉄と塩酸との混合液を使用する湿式エッチング処理
により行なう。その後、エッチングマスクとして用いた
フォトレジストを、レジスト剥離液を用いる湿式剥離法
により除去する。この第２の電極１８のパターン形状
は、幅が２９０μｍで、１０μｍの間隔を有する複数の
ストライプパターンであり、その長辺と金属反射膜１９
の長方形パターンの短辺とが平行に重なるように形成す
る。
【００４４】さらに、第２の電極１８上を覆うように配
向膜（図示せず）を形成し、下部基板３１を作成する。
その後、上述のようにして作成した上部基板２９と下部
基板３１とを、図１に示したように、第１の基板１１上
の第１の電極１５と第２の基板１３上の第２の電極１８
とが相対向し、さらに図２に示すように、第１の電極１
５のストライプ状パターンと第２の電極１８のストライ
プ状パターンとが直交し、かつ第１の電極１５のストラ
イプ状パターンの長辺と各金属反射膜１９の長方形パタ
ーンの長辺とが平行に重なるように配置する。このよう
に配置することによって、第１の電極１５と第２の電極
１８とが交差する部分に画素部が形成される。
【００４５】さらに、この実施形態では、孤立した長方
形パターンに形成した金属反射膜１９を各画素部にのみ
形成している。そして、上部基板２９と下部基板３１と
の間には、シール剤（図示せず）によって液晶層２１を
封じ込める。その液晶層２１は、２４０゜のツイスト配
向をしているスーパーツイステッドネマティック液晶か
らなる。最後に、第１の基板１１の液晶層２１と反対側
（視認側）に位相差板２６と偏光板２７を配置して、図
１に示した反射型液晶表示装置を完成する。
【００４６】ところで、従来の反射型液晶表示装置の製
造方法では、金属反射膜１９上にカラーフィルタ層３３
を直接形成していた。そのため、カラーフィルタ層３３
の現像工程において、カラーフィルタ層３３が現像され
た領域では、金属反射膜１９を構成するアルミニウム膜
が露出し、アルカリ現像液によって腐食されてしまうと
いう問題があった。しかしながら、この発明による上述
の製造方法においては、金属反射膜１９上にカラーフィ
ルタ層３３を形成する前に、金属反射膜１９の全表面を
被覆するように酸化アルミニウム膜からなる陽極酸化膜
２５を形成している。この酸化アルミニウム膜はアルカ
リ現像液に対する耐薬品性に優れている。したがって、
カラーフィルタ層３３の現像工程において、金属反射膜
１９が除去されるようなことはい。
【００４７】
【発明の効果】この発明による反射型液晶表示装置は、
隣接する画素間に間隙を設けるように配置した金属反射
膜と第２の基板との間の全面に、導電性の光吸収層を設
けている。そのため、隣接する画素の間隙に到達した入
射光は、全て光吸収層によって吸収されるため、液晶層
の位相変調の如何に関わらず、隣接する画素の間隙では
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常に黒の状態にすることができる。
【００４８】したがって、光吸収層を画素と画素との間
に精度良くパターニングしなくても、ブラックマトリッ
クスと同様に機能させることができ、良好な黒表示と、
明るくコントラストがよく混色のないカラー表示が可能
になり、高品質な反射型液晶表示装置を得ることができ
る。さらに、各金属反射膜とカラーフィルタ層との間に
透明な陽極酸化膜を設けているため、カラーフィルタ層
の現像工程において、金属反射膜がアルカリ現像液によ
って腐食除去されることがなく、信頼性が向上する。さ
らに、この発明による反射型液晶表示装置の製造方法に
おいては、各金属反射膜と電気的に接続している導電性
の光吸収層を共通電極として、金属反射膜の陽極酸化処
理によって陽極酸化膜を形成している。
【００４９】このため、金属反射膜のパターン形状がそ
れぞれ孤立した複数の長方形パターンであっても、全て
の金属反射膜の側面を含む全表面に陽極酸化膜を形成す
ることができ、且つカラーフィルタ層の現像工程におい
て、金属反射膜がアルカリ現像液によって側面から腐食
除去されることもなく、より信頼性に優れた反射型液晶
表示装置を得ることができる。したがって、この発明に
よる反射型液晶表示装置は、携帯電話機や電子卓上計算
機あるいは時計等の携帯機器、その他の各種電子機器の
表示装置として、広範に利用できる。
［図面の簡単な説明］
【図１】この発明による反射型液晶表示装置の一実施形
態の一部を示す模式的な断面図である。 *
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*【図２】図１における光吸収層と第１の電極及び第２の
電極と金属反射膜との平面的な配置関係を示す平面図で
ある。
【図３】図１に示した反射型液晶表示装置の製造工程の
初めの工程を示す断面図である。
【図４】同じく次の工程を示す断面図である。
【図５】同じくその次の工程を示す断面図である。
【図６】同じくさらに次の工程を示す断面図である。
【図７】図６における光吸収層と金属反射膜の平面的配
置関係を示す平面図である。
【図８】図６に示した金属反射膜の表面に陽極酸化膜を
形成する陽極酸化処理工程を示す断面図である。
【図９】図８に続く製造工程を示す断面図である。
【図１０】図９に続く製造工程を示す断面図である。
【図１１】図１０に続く製造工程を示す断面図である。
【図１２】図１１に続く製造工程を示す断面図である。
【符号の説明】
３：対向電極              ５：直流可変電源
９：アルミニウム膜        １１：第１の基板
１３：第２の基板          １５：第１の電極
１８：第２の電極          １９：金属反射膜
２１：液晶層              ２３：光吸収層
２５：陽極酸化膜          ２６：位相差板
２７：偏光板              ２９：上部基板
３１：下部基板            ３３：カラーフィルタ層
３５：オーバーコート層

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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